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第７回 愛川町議会 意見交換会 実施報告書 

 

 

１ 日  時   平成 30 年５月 11 日（金） 

 午後７時から午後８時 34 分まで 
 
２ 場  所   町文化会館 
 
３ 参 加 者   町民（33 人） 
 
４ 出 席 者   議 長 小島総一郎   副議長 井出 一己 

議 員 井上 博明   議 員 小倉  英嗣 
議 員 小林 敬子   議 員 馬場    司 
議 員 山中 正樹   議 員 熊坂 弘久 
議 員 渡辺  基   議 員 佐藤  茂 
議 員 佐藤 りえ   議 員 熊坂 崇徳 
議 員 鈴木 信一   議 員 岸上 敦子  
議 員 阿部 隆之      
（以上、15 人）※木下 眞樹子 議員は所要により欠席 
 

５ 内  容 

（１）前年度（平成 29 年度）の意見、要望等への対応について 

（２）意見交換 

 
６ 記  録 

  別紙のとおり 
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第７回 愛川町議会 意見交換会 記録（要点筆記） 

 

（司会：阿部議員） 

 

（１）前年度（平成 29 年度）の意見、要望等への対応について 

＜報告者：熊坂崇徳議員＞ 

 

【主な意見等】 

問  平成30年度から始まった「電動アシスト三輪自転車購入費助成制度」につい

て、助成要件が70歳以上となっているが、これからは買い物難民等交通に不便な

高齢者がより増えてくるため、例えば60歳以上で介護認定を受けた方や、障がい

を持っている方は60歳から助成対象とするなど、助成要件を緩和してほしい。 

   

答 町側に要望します。 

 

 

（２）意見交換 

 

【主な意見等】 

問 愛川町には防犯パトロール車があるが、どのぐらいの頻度で愛川町を巡回して

いるのか。 

 

答 時間や回るコース、曜日等は決めずに、不定期で週４回は町内を巡回していま

す。 
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問 道の駅等をつくる計画はありますか。 

 

答 道の駅をつくるには一定の条件がないとできないため、現在、町では道の駅を

つくる予定はございません。 

  しかし、半原の横須賀水源地跡地等については、観光産業連携の拠点づくりを

進めています。基本計画がここで完成し、その内容によっては、販売スペースの

中で愛川ブランドを販売するなど、観光振興に寄与するものとして期待していま

す。 

 
問 町の職員が試験的に、田代運動公園の河川敷でバーベキューをしている方に対

して協力金としてお金をいただき、ごみの処理のほかに、薪などの提供をすると

のことだが、現在、相模原市と厚木市、本町との協議ではどのようになっている

のか。 

 

答 細かい協議内容までは把握出来ていません。 

 

 

 

 

 

問 春日台地区では夜になると何メートルも先から真っ暗になる道があり、大変危

険な箇所がありますが、防犯灯の設置状況はどのようになっているのか。 

 

答 本町の防犯灯設置数は、平成28年度時点で4,773基となっており、平成30年度か

ら毎年５基から16基の増設となりますので、今後とも危険性の高い場所について

は、優先的に設置される予定となっています。 

  また、具体的な箇所については、後ほど確認させてください。 

 

問 町内の循環バスの利用者数について 

 

答 平成27年が２万6,756人で、平成29年が３万217人となっており、乗車人数は増

えています。 

相模原市、厚木市、海老名市、座間市、清川村と本町の６市町村で構成する「県

央相模川サミット」において、相模川や中津川の河原でのバーベキューの有料化

等について協議がされています。 
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問 現在、「愛川地区まちづくり協議会」において様々な活動がされているが、半原

と田代地域を中心とするまちづくりになっているように思う。愛川町全体のまち

づくりが必要と思うが、どのように考えているのか 

 

答 まちづくり協議会は、半原、田代地域のことだけを考えて物事を進めていると

いうことではありません。約20名近い役員さんの総意の中で、計画に沿って進め

ています。 

  また、愛川町の歴史を知ることが重要と考え、歴史散歩を行いました。このほ

かに町外の方を講師としてお招きした講演会を行い、外から見た愛川町の良さや、

足りない部分などを講演していただき、幅広い方々のご意見を伺いながら、一歩

一歩取り組んでいます。今後ともそうした取り組みを重ねて、もっと皆さんの声

をできるだけ吸い上げていきたいと考えています。 

 

問 愛川町観光マップの作製については、議会としては何か意見・助言等はしてい

るのか。 

 

答 議会として作製には関わっていませんが、2020年東京オリンピックを見据えた

中で、様々な国の方に愛川町に来ていただくため、英語と中国語を記したパンフ

レットを１万5,000冊作製する予定です。 

 

 
【要望として受けとめさせていただいた意見等】 

・公園等にも防犯カメラを取り付けていただきたい。 

・現在の防犯灯はＬＥＤが主流になっている。ＬＥＤの明るさは直進性はあるが拡

散性がない。いままで明るかった箇所が暗くなってしまったりする箇所があり防

犯灯そのものの設置の基準等を精査し、必要なところに設置していただきたい。 

・町内循環バスについて、大きいバスではなく小さいバスを２つにすれば、もっと

細い道も走れることから利便性が向上すると思う。是非検討していただきたい。 

・２号公園には、よくゴミ等が捨てられている状況が散見されます。管理状況、環

境づくりについてぜひご検討願いたい。 

・議会を傍聴しましたが、活気がありませんでした。私が行ったときは３人ほどで 



 5 / 5 

した。議員の方も役場の方ももう少し勉強して、切磋琢磨し、突然質問されても 

答えられるような町の職員、また議員さんになってもらえればありがたいなと思 

います。 

・今回の防災士の資格取得に対する助成金制度は、目的が自主防災、防災力の向 

上という大きな目標になっており、非常にいいものだと思う。今後は他の資格に 

ついても助成の対象を広げていただきたい。 

・以前は観光パンフレットにクーポン券がついていたが、これを復活させてほしい。 

 

 

 


